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はじめに

　本書は主に国内の英語教育系学会が発行するジャーナル（いわゆる学会
誌・紀要）に論文を掲載するための方法やコツ，注意点などをまとめた執筆
ガイドブックである。論文の基本的な構成や研究方法別の論文の書き方のポ
イントを整理したうえで，投稿の準備段階から実際の投稿・掲載までのプロ
セスを簡潔に説明する。その中で，論文や査読者・投稿者間のやりとりの具
体例を挙げながら，ジャーナルに掲載される論文を書くためのノウハウを，
査読者・投稿者，さらにジャーナルの編集者それぞれの立場から紹介する。
　国内の大きな学会組織，例えば全国英語教育学会（JASELE），大学英語教
育学会（JACET），全国語学教育学会（JALT）では年 1～2回ジャーナルを発
行しているが，本書の執筆者らは皆，これらのジャーナルに複数の論文を掲
載してきた研究者ばかりである。例えば，私（廣森）はこれまで『全国英語
教育学会紀要』（ARELE）に 4 編，『大学英語教育学会紀要』（JACET Jour-
nal ; 旧 JACET Bulletin）に 4 編，『全国語学教育学会紀要』（JALT Journal）
に 2 編の論文を掲載するとともに，それぞれのジャーナルの査読・編集作
業にも携わってきた。そこでの経験から，各誌の投稿手続きや投稿テンプレ
ート，査読の審査観点などには多少の違いはあるものの，類似した点も多い
ことを学んできた。つまり，論文を投稿し，掲載に結びつけるには，ある種
の「型」や「作法」が存在するのである。本書は，経験豊富な著者らが，こ
れまでは「ブラックボックス」に閉じ込められてきたそれらの型や作法を惜
しげもなく公開した画期的な試みである（ちょっと惜しいと思っている著者も
いるかもしれないが…）。
　以下，本書の構成を簡単にまとめる。序章では論文執筆に関する “WHY”
として，なぜ論文を書くのかについて述べる。国内外の高等教育機関に就職
したりそこで昇進・昇格しようと思えば，著書や論文などの研究業績を求め
られるのが一般的である。では，論文を書くのはそのためだけだろうか？　
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近年は小中高や教育センターなどでも研究紀要を発行するところが増えてき
ているが，それはなぜだろう？　学会等で研究成果を公表するだけでなく，
論文の形として文字に残すことにどんな意味があるのだろう？　本書ではま
ず，これらの点を確認することから始めたい。
　続く第 1部では，具体例を豊富に挙げながら，論文とはどのようなもの
か，すなわち “WHAT”について紹介する。はじめに論文の一般的な構成を
確認したのち，代表的な研究方法（量的研究，質的研究，文献・理論・方法論
研究）別に論文の書き方のポイントを整理する。これらの章を読むことで，
読者は各研究がどのようなものかイメージできるようになるだけでなく，実
際にそれらの方法を用いて論文を書く際に気をつけるべき留意点などについ
て学ぶことができる。なお，本書では実践論文は中心的に扱ってはいないが，
本書の内容は実践論文を執筆する上でも役立つであろう。
　第 2部は本書の中心をなす部分である。ここではまず論文をどのように
書くのか，すなわち “HOW”に焦点を当て，論文の投稿準備から掲載まで
のプロセスをわかりやすく示す。さらに，多くの論文を投稿，査読，編集し
た経験を持つ執筆者らが論文の掲載（採択）率を高めるために，論文執筆上
どのような工夫や配慮が必要になるかをそれぞれの立場からまとめる。また，
第 2部の最後には「研究倫理」の章を位置づけている。これは本書の執筆
者らが論文をどのように書くのかを考えるにあたって，剽

ひようせつ

窃，捏
ねつ

造
ぞう

，重複投
稿といった問題や調査（実験）参加者に対する倫理的配慮を重要な問題とし
て認識していることの現れでもある。
　本書巻末には，参考資料として国内の主要なジャーナルを参考に，一般的
な投稿テンプレートや投稿規定の具体例をまとめる。どれほど研究内容が優
れていても，ページ数やフォーマットなど投稿規定に従っていない論文は審
査対象とならず，査読に回る前に差し戻されてしまうことがある。特に初め
てジャーナルに論文を投稿しようとする読者は参考資料を見本とすることで，
投稿の手続きをよりスムーズ，かつ着実に進めることができるはずである。
　なお，英語教育に関する論文の多くが依拠するスタイルシートであるアメ
リカ心理学会（APA）の出版マニュアル，Publication Manual of the Amer-
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ican Psychological Associationの第 7版がこのほど出版・公表された（本
書では以下，本文中では APA第 7版，カッコ内では APA, 2020とする）。投稿
テンプレートをはじめとする本書の記述内容は，このアップデートを反映し
ており，いわば「APA最新版準拠」とも呼べるものである。
　また本書には，各章末に「コラム」を設けている。各コラムは 3 種類に
大別できる。1つ目は，1つの章を使って紹介することはできなかったもの
の，論文の執筆・投稿を考える上でカバーしておきたい重要なトピック（例
えば，英語で論文を書くコツなど）を取り上げている。2つ目は，実際にジャ
ーナルに論文を掲載した小中高の現職教員や大学院生に，それぞれ具体的な
経験談やエピソードを語ってもらっている。3つ目は，特に海外のジャーナ
ルへの論文投稿をめざす読者へのひと言アドバイスである。本書は主に国内
のジャーナルを念頭に置いているが，将来的にはぜひ海外のジャーナルも視
野に入れてもらいたい。各コラムを通じて，多くの読者が論文執筆のポイン
トや魅力を感じ取ってくださればと思う。
　本書は，国内外で広く活躍する研究者らによって執筆されている。先述し
たように，多くのジャーナルに論文を掲載しているだけでなく，論文の査読
も数多く経験している。また，全員がジャーナルの編集委員（長）として，論
文が編集・出版される舞台裏を支えた経験を持つ。さらに，勤務する大学等
において，論文の投稿をめざす大学院生の指導に携わる執筆者も多い。その
ため本書は，①これから論文の執筆・投稿を目指す英語教師や大学院生だけ
でなく，②論文を査読・編集する研究者，③論文の執筆を指導する大学教員
や指導者にも大いに参考になる内容となっている。本書は，各執筆者らがこ
れまで長い時間と労力（と汗と涙）をかけて積み重ねてきた成果をもとに編
まれたものである。多くの読者の手に取られ，論文の執筆・投稿・査読・編
集・指導のために役立てば幸いである。
　最後になるが，大修館書店の北村和香子氏には今回もまた本書の企画から
編集まで大変お世話になった。本書はまさにプロフェッショナルな編集者の
北村氏と各執筆者らとのコラボレーションの成果である。
 執筆者代表　廣森 友人
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